
（　　）54（偕行　令和 6 年 9・10月号）花だより・61期・つどい

六
十
一
期（
士
61
期

軍
7
期

経
10
期

）担
当
者

清
水　

典
郎

最
初
に
お
詫
び　
「
花
だ
よ
り
」
担
当
者
の
急
病

に
よ
り
、
7
・
8
月
号
を
休
載
の
止
む
な
き
に

至
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
し
ま
す
。
こ
れ
で
終
わ

れ
ば
よ
か
っ
た
の
で
す
が
、
7
月
初
め
に
再
発
、

4
日
に
入
院
、
退
院
は
8
月
に
ず
れ
こ
み
ま
す
。

従
っ
て
9
・
10
月
号
の
原
稿
は
病
室
の
ベ
ッ
ド

で
書
く
始
末
。
誤
り
な
き
を
期
す
の
み
で
す
。

陸
修
偕
行
社
慰
霊
祭

4
月
17
日（
水
）10
・
30

於
靖
國
神
社　

61
期
参
加
者
小
倉
健
男
�

鈴
木
邦
彦
�
清
水
典
郎
⑥

61
期
永
代
神
楽
祭

4
月
29
日
（
月
）
14
・
00

於
靖
國
神
社　

参
加
者
鈴
木
邦
彦
�

青
木
訓
治
経
清
水
典
郎
⑥

臨
時
幹
事
会
兼
ろ
く
い
ち
会
実
行
委
員
会

5
月
28
日
（
火
）
12
・
00
於
陸
修
偕
行
社

出
席
小
倉
健
男
�
鈴
木
邦
彦
�
宮
代
力
�

布
施
木
昭
�
青
木
訓
治
経
清
水
典
郎
⑥

第
9
回
「
ろ
く
い
ち
会
」
報
告

6
月
8
日
（
土
）
12
・
00
於
陸
修
偕
行
社

出
席　

河
野
安
雄
③
清
水
典
郎
⑥
鈴
木
邦
彦
�

宮
代
力
�
小
倉
健
男
�
尾
山
喜
一
�
武
居
雅

子
・
辰
幸
（
濱
田
達
郎
�
長
女
と
孫
）
布
施
木

昭
�
青
木
訓
治
経　

以
上
10
名
（
写
真
参
照
）

　

昨
年
の
第
8
回
13
名
に
比
し
3
名
の
減
と
な

り
、
淋
し
く
は
あ
る
も
の
の
、
出
席
の
諸
兄
姉

は
元
気
一
杯
、
司
会
進
行
サ
イ
ド
が
来
年
あ
た

り
で
そ
ろ
そ
ろ
に
対
し
、
最
後
の
二
人
ま
で
継

続
の
声
が
狭
い
会
場
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

第
10
回
「
ろ
く
い
ち
会
」
予
告

　

今
回
の
出
席
回
答
中
、「
先
約
あ
り
残
念
で
す

が
不
参
加
」
が
あ
り
ま
し
た
。
令
和
7
年
度
の

次
回
は
、
61
期
生
会
結
成
の
昭
和
20
年
か
ら
丁

度
80
年
、「
全
国
総
会
」
を
「
ろ
く
い
ち
会
」
と

改
め
て
か
ら
10
年
目
、
い
ず
れ
も
節
目
の
年
」、

次
の
と
お
り
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

期
日　

令
和
7
年
6
月
7
日
（
土
）
12
・
00

場
所　

陸
修
偕
行
社　

会
議
室

　
　
　
　
　
　

ご
逝
去
を
悼
み
謹
ん
で
ご
冥
福

訃　

報

　
　
　
　
　
　

を
祈
り
ま
す
。

小
林
市
郎
君
�
3-4

5
・
6
・
3

　

ご
遺
族　

不
明　
　
　
　
　
　
　
　

群
馬
県

阪
下
廣
良
君
経
2

5
・
7
・
3

　

ご
遺
族　

郁
子
夫
人　
　
　
　
　
　

東
京
都

古
屋
和
夫
君
⑨
5-6

6
・
4
・
28

　

ご
遺
族　

長
男　

裕
史
様　
　
　

神
奈
川
県

伊
室
一
義
君
①
3-4

6
・
5
・
1

　

ご
遺
族　

長
男　

貴
様　
　
　
　
　

東
京
都

野
村
一
三
君
�
5-6

6
・
5
・
17

　

ご
遺
族　

長
男　

大
三
様　
　
　
　

愛
知
県

梶
原
充
吾
君
④
1-2

6
・
6
・
10

　

ご
遺
族　

不
明　
　
　
　
　
　
　
　

群
馬
県

伊
藤
貞
亮
君
⑥
3-4

6
・
7
・
6

　

ご
遺
族　

長
男　

亮
太
様　
　
　
　

京
都
府

宮
崎
県
陸
修
偕
行
会
活
動
報
告

会
長　

川
崎　

朗　

陸
自
80

令
和
6
年
度
宮
崎
県
偕
行
会
総
会

　

宮
崎
県
偕
行
会
は
去
る
7
月
4
日
（
木
）、

猛
暑
厳
し
き
中
、
宮
崎
県
護
国
神
社
で
の
慰
霊

祭
に
引
き
続
き
、
神
宮
会
館
に
て
防
衛
講
話
、

総
会
、
音
楽
隊
演
奏
、
懇
親
会
を
実
施
し
た
。

1　

慰
霊
祭

　

最
高
齢
の
宮
崎
県
偕
行
会
顧
問
日
野
一
郎
様

（
陸
士
59
期
98
歳
）
始
め
、
県
内
各
駐
屯
地
・

基
地
司
令
、
宮
崎
県
議
会
議
員
、
宮
崎
県
防
衛

協
会
、
宮
崎
県
隊
友
会
長
等
の
臨
席
の
下
、
岩

元
偕
行
会
会
長
以
下
23
名
が
慰
霊
祭
に
参
加

し
、宮
崎
県
に
所
縁
の
あ
る
旧
軍
4
万
1
8
7

3
柱
、
自
衛
官
殉
職
者
49
柱
の
御
霊
に
哀
悼
の

誠
を
捧
げ
た
。

2　

防
衛
講
話

　

石
岡
第
43
普
通
科
連
隊
長
に
よ
る
「
第
8
師

団
及
び
都
城
駐
屯
地
の
現
在
」
と
題
す
る
防
衛

講
話
を
拝
聴
し
、
緊
迫
す
る
南
西
諸
島
正
面
の

現
状
を
理
解
し
た
。

3　

定
期
総
会
な
ど

　

上
坂
副
会
長
に
よ
る
開
会
の
辞
、国
歌
斉
唱
、

黙
と
う
に
引
き
続
き
、
岩
元
会
長
か
ら
偕
行
社

か
ら
陸
修
偕
行
社
へ
の
移
行
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
っ
た
。

　

こ
の
後
、
令
和
5
年
度
の
会
務
報
告
、
決
算

報
告
、
令
和
6
年
度
事
業
計
画
の
審
議
の
後
、

役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
た
。

新
会
長　
　

川
崎　

朗
（
陸
自
80
期
）

顧　

問　
　

日
野
一
郎
（
陸
士
59
期
）、
真
方

侃
（
熊
幼
48
期
）
及
び
岩
元
光
男
（
陸
自
66
期
）

4　

音
楽
演
奏
及
び
懇
親
会
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■
世
界
の
動
き

6
月

2
日　

メ
キ
シ
コ
大
統
領
選
で
シ
ェ
イ
ン

バ
ウ
ム
氏
当
選
。
初
の
女
性
大
統
領

・
宇
軍
ド
ロ
ー
ン
が
露
軍
偵
察
ド
ロ
ー
ン

を
撃
墜
（
史
上
初
の
ド
ロ
ー
ン
空
中
戦
）

11
日　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
防
省
が
ド
ロ
ー
ン

専
門
部
隊
の
創
設
を
発
表

12
日　

モ
ス
ク
ワ
証
券
取
引
所
が
ル
ー
ブ

ル
と
ド
ル
・
ユ
ー
ロ
と
の
取
引
中
止

14
日　

Ｇ
7
伊
サ
ミ
ッ
ト
で
凍
結
露
資
産

7
・
8
兆
円
を
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
支
援

・
米
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
2
国
間
安
全
保
障

協
定
に
署
名

19
日　

プ
ー
チ
ン
大
統
領
訪
朝
。「
包
括

的
戦
略
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
条
約
」
署
名

7
月

5
日　

英
首
相
に
労
働
党
ス
タ
ー
マ
ー
氏

偕
行
軍
事
情
勢

（
6
月
~
7
月
）

6
日　

イ
ラ
ン
大
統
領
選
で
改
革
派
ペ
ゼ

シ
ュ
キ
ア
ン
氏
が
勝
利
（
28
日
就
任
）

10
日　

N
A
T
O
首
脳
会
議
。
ウ
ク
ラ
イ

ナ
へ
の
長
期
的
な
支
援
の
強
化
等
を
宣
言

13
日　

ト
ラ
ン
プ
氏
が
銃
撃
さ
れ
負
傷

21
日　

バ
イ
デ
ン
大
統
領
が
大
統
領
選
か

ら
の
撤
退
を
発
表

28
日　

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
大
統
領
選
で
現
職
マ

ド
ゥ
ロ
氏
が
勝
利
宣
言
（
米
国
は
懸
念
）

31
日　

ハ
マ
ス
最
高
指
導
者
が
テ
ヘ
ラ
ン

で
爆
死
（
ハ
メ
ネ
イ
師
が
報
復
宣
言
）

・
F-
16
第
1
陣
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
到
着

・
宇
軍
ド
ロ
ー
ン
が
露
ヘ
リ
「
M
i-

8
」

を
撃
墜
（
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
史
上
初
の
ヘ

リ
撃
墜
）

※
7
月
末
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢

　

露
・
宇
両
軍
は
東
部
と
南
部
で
攻
防
。

露
軍
は
人
海
戦
術
で
攻
撃
す
る
も
損
害
多

数
。
宇
軍
は
露
領
内
の
飛
行
場
・
戦
略
施

設
等
を
攻
撃
し
一
定
の
成
果
を
上
げ
る
。

※
7
月
末
の
ス
ラ
エ
ル
・
ハ
マ
ス
情
勢

　

イ
ス
ラ
エ
ル
は
攻
撃
継
続
。
ヒ
ズ
ボ
ラ

と
も
交
戦
。
ハ
マ
ス
最
高
指
導
者
の
殺
害

で
更
な
る
報
復
合
戦
が
懸
念
さ
れ
る
。

■
日
本
・
日
本
周
辺
の
動
き

6
月

7
日　

中
国
海
警
局
の
船
が
尖
閣
周
辺
で

領
海
侵
入
（
20
日
・
22
日
も
領
海
侵
入
）

12
日　

日
独
が
A
C
S
A
締
結
を
承
認

7
月

1
日　

北
朝
鮮
が
弾
道
ミ
サ
イ
ル
2
発
を

相
次
い
で
発
射
（
2
発
目
は
失
敗
）

2
日　

中
国
海
警
局
の
船
が
尖
閣
周
辺
で

領
海
侵
入
（
9
日
・
10
日
・
16
日
も
領
海

侵
入
し
、
今
年
延
べ
30
日
目
）

5
日　

沖
ノ
鳥
島
北
方
の
日
本
の
大
陸

棚
・
四
国
海
盆
に
中
国
の
浮
標
設
置
判
明

8
日　

日
比
が
円
滑
化
協
定
に
署
名

・
中
国
空
母
「
山
東
」
を
含
む
艦
船
4
～

7
隻
が
宮
古
島
南
東
海
域
で
18
日
ま
で
に

計
約
4
2
0
回
の
発
着
艦

12
日　

令
和
6
年
版
防
衛
白
書
公
表

28
日　

日
米
2
＋
2
で
拡
大
抑
止
の
強
化

及
び
在
日
米
軍
に
統
合
軍
司
令
部
の
設
置

等
を
明
記

■
防
衛
省
・
自
衛
隊
の
動
き

6
月

11
日　

海
幕
が
4
月
の
ヘ
リ
2
機
墜
落
事

故
で
行
方
不
明
者
7
人
を
死
亡
と
判
断
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

7
月

1
日　

自
衛
隊
創
設
か
ら
70
年

12
日　

防
衛
省
が
「
特
定
秘
密
漏
洩
」「
潜

水
手
当
不
正
受
給
」
等
で
2
1
8
人
処
分

19
日　

海
幕
長
に
斎
藤
聡
海
将
が
就
任

22
日　

海
自
が
4
月
に
衝
突
・
墜
落
し
た

ヘ
リ
2
機
を
発
見
し
た
と
発
表

　

都
城
及
び
国
分
自
衛
隊
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏

が
実
施
さ
れ
、
士
官
学
校
校
歌
の
演
奏
や
旧
軍

と
自
衛
隊
の
ラ
ッ
パ
演
奏
が
披
露
さ
れ
、
音
色

の
懐
か
し
さ
に
会
場
は
盛
り
上
が
っ
た
。

　

懇
親
会
で
は
参
加
者
の
近
況
報
告
等
を
通
じ

相
互
理
解
を
深
め
、来
年
度
の
再
会
を
誓
っ
た
。




